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Ⅲ　活力ある組織づくりⅢ　活力ある組織づくりⅢ　活力ある組織づくりⅢ　活力ある組織づくり Ⅳ　明るく爽やかな職場づくりⅣ　明るく爽やかな職場づくりⅣ　明るく爽やかな職場づくりⅣ　明るく爽やかな職場づくり

各分掌の目標設定（数値目標）
ＰＤＣＡサイクルの徹底

磨きあい、支えあう教員集団

報・連・相の徹底 風通しの良い職場

教職員の結束と協力体制
（チームワーク）の確立

勤務時間の適正化の推進

　

移行教育課程・
新教育課程の策定 BBBB

実際の運用において、小学生高学年レベルの
内容からの定着を図るために教材の選定、各
学期の詳細な展開計画を立案する必要があ
る。年度ごとに検討を加える必要がある。

●基礎の定着のために、基礎学力をつけ
　させるための努力がされている。

AAAA
習熟度のありかたをさらに検討して、より効
果的な授業運営や学習の定着を図っていく必
要がある。

●生徒のニーズに合わせた授業をしても
　らっている。
●習熟度別学習は必要な指導であり、生徒
　への丁寧な指導がなされている。

AAAA
この状況を維持する努力を共通認識すること
が、少なくとも今年度はできていた。状況は
年々充実してきている。マンネリにならぬよ
うきを引き締めていくことが大切だ。

●先生方の努力がみうけられる。

BBBB

従来は進路指導部は3年生とのみ連携し、1･2
年生徒の連携はあまりなかった。しかし、定
期的に進路指導部会を持つようになり、話し
合った結果、1･2年生が進研全国模試(総合理
系＋希望者)、進路マップ(それ以外)にて全
員受験するとのの合意が生まれた。来年はさ
らに全学年との連携を進めていきたい。

●一定の進学実績や模試成績をもっと保護
　者に教えてほしい。

BBBB

そもそも本校の進路指導の流れ、キャリア教
育の学校としての取り組みは確立されておら
ず、各自の合意もなく、行きあたりばったり
である。来年度は、実施の決まった2年次ｲﾝ
ﾀｰﾝｼｯﾌﾟも視野に入れたキャリア教育の全体
計画を作成して取り組んでいきたい。

●希望をすればだれでも大学に入れる時代
　になっている。しかし、進学に対して意
　欲的ではない生徒が入学しているように
　見受けられる。無為に入ってきた生徒に
　いかに進学したいという意欲を持たせる
　かが大事である。

AAAA
副教材の使用方法や授業で配布するプリント
の共有化、情報提供を密に実施、チームで研
究し、授業に効果的に使用する。

●丁寧な指導がなされていると感じる。

BBBB

家庭学習のさらなる定着のため、予習課題を
定期的に課す必要がある。この家庭学習の成
果を授業の平常点に加味し、「やる気」向上
を図る。次に、各種資格試験などにも挑戦さ
せる基礎力の向上を計画的に図る。

AAAA

話し方はもちろんのことながら、生徒の聞き
取りの訓練として、国語科などでも高速聴覚
刺激学習などを取り入れる。これにより、生
徒の学習能力の向上を図る。教員間での、新
しい学習方法の研究、情報交換を活発に行
い、効率的授業展開に役立てる。

●生徒が分かりやすい授業をしてほしい。

BBBB

板書だけでなく、パワーポイントなどプレゼ
ンソフトを既に授業展開に使用している教科
もあるが、教員間での「使用例」などの情報
交換、研究を実施する。これにより、効率的
授業展開をさらに定着させる。

●生徒の興味関心が高まる授業をしてほ
　しい。

　　学校評議員・学校関係者評価委員　　学校評議員・学校関係者評価委員　　学校評議員・学校関係者評価委員　　学校評議員・学校関係者評価委員
の提言の提言の提言の提言

休業中の教科指導（補習）や体験学習が計画的に
実施され、生徒の学力向上と進路実現の意識向上
が図れましたか
3年生の放課後補習において英数国理社に加えて3年生の放課後補習において英数国理社に加えて3年生の放課後補習において英数国理社に加えて3年生の放課後補習において英数国理社に加えて
就職・看護医療対象補習を実施。夏季休業中は前就職・看護医療対象補習を実施。夏季休業中は前就職・看護医療対象補習を実施。夏季休業中は前就職・看護医療対象補習を実施。夏季休業中は前
後期７日間の補習に加えて甲南大学で希望者対象後期７日間の補習に加えて甲南大学で希望者対象後期７日間の補習に加えて甲南大学で希望者対象後期７日間の補習に加えて甲南大学で希望者対象
の学習会を実施し、生徒の進路実現の意識向上にの学習会を実施し、生徒の進路実現の意識向上にの学習会を実施し、生徒の進路実現の意識向上にの学習会を実施し、生徒の進路実現の意識向上に
勤めた。3月初旬に兵庫大学･流通科学大学に希勤めた。3月初旬に兵庫大学･流通科学大学に希勤めた。3月初旬に兵庫大学･流通科学大学に希勤めた。3月初旬に兵庫大学･流通科学大学に希
望者を引率して体験学習を実施し、生徒の意識向望者を引率して体験学習を実施し、生徒の意識向望者を引率して体験学習を実施し、生徒の意識向望者を引率して体験学習を実施し、生徒の意識向
上に努めたい。上に努めたい。上に努めたい。上に努めたい。
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板書の内容・量を含め、整理して分かりやすい授
業ができましたか
板書でのチョークの色を使い分けることなどによ板書でのチョークの色を使い分けることなどによ板書でのチョークの色を使い分けることなどによ板書でのチョークの色を使い分けることなどによ
り、授業理解に役立てた。り、授業理解に役立てた。り、授業理解に役立てた。り、授業理解に役立てた。

公開授業・研究授業の推進と
情報発信の強化

中学校訪問や学校説明会と
オープンハイスクールの充実

教教教教
務務務務
部部部部

重点目標　　Ⅰ　学びを徹底し個性を伸ばす学校重点目標　　Ⅰ　学びを徹底し個性を伸ばす学校重点目標　　Ⅰ　学びを徹底し個性を伸ばす学校重点目標　　Ⅰ　学びを徹底し個性を伸ばす学校

基礎学力の
向上の方策
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生徒一人ひとりの
能力・希望に応じた
進路実現ができる
ように基礎・基本の
定着、活用する力

の育成を図る
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具体的な取り組み具体的な取り組み具体的な取り組み具体的な取り組み

進進進進
路路路路
指指指指
導導導導
部部部部

重点目標重点目標重点目標重点目標

学校経営の重点

教科担任・
教科指導

評価評価評価評価 次年度への展望次年度への展望次年度への展望次年度への展望

評価　 　　　 　           　Ａ　満足できる　　Ｂ　やや満足　　Ｃ　満足できない評価　 　　　 　           　Ａ　満足できる　　Ｂ　やや満足　　Ｃ　満足できない評価　 　　　 　           　Ａ　満足できる　　Ｂ　やや満足　　Ｃ　満足できない評価　 　　　 　           　Ａ　満足できる　　Ｂ　やや満足　　Ｃ　満足できない

「ベル着」「起立・礼」等、授業規律を確保する
ことがすることができましたか
教員のすべてが、５分前には職員室から移動する教員のすべてが、５分前には職員室から移動する教員のすべてが、５分前には職員室から移動する教員のすべてが、５分前には職員室から移動する
など、ベル着を生徒によく指導した。授業開始・など、ベル着を生徒によく指導した。授業開始・など、ベル着を生徒によく指導した。授業開始・など、ベル着を生徒によく指導した。授業開始・
終了時の起立・挨拶も十分といえるほどに指導で終了時の起立・挨拶も十分といえるほどに指導で終了時の起立・挨拶も十分といえるほどに指導で終了時の起立・挨拶も十分といえるほどに指導で
きた。きた。きた。きた。

進路指導部と学年が連携を深めながら計画的な補
習や校外模試が企画・実施することができました
か
放課後や休業期間中に効果的な補習実施を呼び掛放課後や休業期間中に効果的な補習実施を呼び掛放課後や休業期間中に効果的な補習実施を呼び掛放課後や休業期間中に効果的な補習実施を呼び掛
けた。1･2年では英数国、3年では英数国理社をけた。1･2年では英数国、3年では英数国理社をけた。1･2年では英数国、3年では英数国理社をけた。1･2年では英数国、3年では英数国理社を
夏季休業中の前期７日間、後期７日間実施した夏季休業中の前期７日間、後期７日間実施した夏季休業中の前期７日間、後期７日間実施した夏季休業中の前期７日間、後期７日間実施した

Ⅰ　学びを徹底し個性を伸ばす学校Ⅰ　学びを徹底し個性を伸ばす学校Ⅰ　学びを徹底し個性を伸ばす学校Ⅰ　学びを徹底し個性を伸ばす学校

基礎・基本の定着と活用する力の育成

個に応じたきめ細やかな指導の徹底

部活動の活性化と体験活動の充実

規範意識の徹底とマナー指導の強化

インターンシップの推進と
キャリア教育の強化

Ⅱ　地域に愛され信頼される学校Ⅱ　地域に愛され信頼される学校Ⅱ　地域に愛され信頼される学校Ⅱ　地域に愛され信頼される学校
（開かれた学校づくり）（開かれた学校づくり）（開かれた学校づくり）（開かれた学校づくり）

地域交流活動・ボランティア活動の
質的向上

評価指標

実施状況（今年度の振り返り）実施状況（今年度の振り返り）実施状況（今年度の振り返り）実施状況（今年度の振り返り）

本校の特色をより明確化した教育課程を編成する
ための考えを示せましたか
平成２４年度入学生用教育課程において、１年次平成２４年度入学生用教育課程において、１年次平成２４年度入学生用教育課程において、１年次平成２４年度入学生用教育課程において、１年次
に総合的な学習の時間に代わって、学校設定科目に総合的な学習の時間に代わって、学校設定科目に総合的な学習の時間に代わって、学校設定科目に総合的な学習の時間に代わって、学校設定科目
「ブラッシュアップ」を設置し基礎基本を再構築「ブラッシュアップ」を設置し基礎基本を再構築「ブラッシュアップ」を設置し基礎基本を再構築「ブラッシュアップ」を設置し基礎基本を再構築
することで本校の特色を明確化できた。することで本校の特色を明確化できた。することで本校の特色を明確化できた。することで本校の特色を明確化できた。

授業等において生徒に基礎・基本を明確に示して
その習得に努めると共に、その応用力を育成する
ことができましたか
習熟度展開によって、各グループの到達度に応じ習熟度展開によって、各グループの到達度に応じ習熟度展開によって、各グループの到達度に応じ習熟度展開によって、各グループの到達度に応じ
た授業を展開した。また少人数グループによる授た授業を展開した。また少人数グループによる授た授業を展開した。また少人数グループによる授た授業を展開した。また少人数グループによる授
業も行い丁寧な指導をおこなった。業も行い丁寧な指導をおこなった。業も行い丁寧な指導をおこなった。業も行い丁寧な指導をおこなった。

教科書以外の副教材（プリント・資料・ビデオ）
は授業の理解に役立っていると実感できましたか
副教材やプリントは、授業の理解と、授業展開の副教材やプリントは、授業の理解と、授業展開の副教材やプリントは、授業の理解と、授業展開の副教材やプリントは、授業の理解と、授業展開の
効率性に役立っている。効率性に役立っている。効率性に役立っている。効率性に役立っている。

予習・復習の習慣づけと小テスト等を実施して、
生徒の興味・関心がわき、さらに学びたいと思う
授業ができましたか
英語、国語の小テストを学年で実施できた。各教英語、国語の小テストを学年で実施できた。各教英語、国語の小テストを学年で実施できた。各教英語、国語の小テストを学年で実施できた。各教
科でも小テストを実施している。科でも小テストを実施している。科でも小テストを実施している。科でも小テストを実施している。

話し方（声の大きさ・スピード）は、はっきりし
ていて聞きやすい、指示や問いかけは、はっきり
してるなど、授業の改善に努力はできましたか
話し方、指示、問いかけは授業改善におおむね役話し方、指示、問いかけは授業改善におおむね役話し方、指示、問いかけは授業改善におおむね役話し方、指示、問いかけは授業改善におおむね役
立てた。立てた。立てた。立てた。

君君君君のののの「「「「夢夢夢夢」」」」    サポートしますサポートしますサポートしますサポートします    

―― 地域に誇る東灘高、地域

に輝く東灘高づくり ―― 

めざす生徒像めざす生徒像めざす生徒像めざす生徒像    

        ２１世紀をこころ豊かに、自らの未来を切り拓２１世紀をこころ豊かに、自らの未来を切り拓２１世紀をこころ豊かに、自らの未来を切り拓２１世紀をこころ豊かに、自らの未来を切り拓き、き、き、き、逞しく生きる生徒逞しく生きる生徒逞しく生きる生徒逞しく生きる生徒    

◇◇◇◇「夢」や「志」を抱き、粘り強く挑戦し続ける生徒「夢」や「志」を抱き、粘り強く挑戦し続ける生徒「夢」や「志」を抱き、粘り強く挑戦し続ける生徒「夢」や「志」を抱き、粘り強く挑戦し続ける生徒    

人生の目標を持ち、積極的に自己の可能性を切り拓く人生の目標を持ち、積極的に自己の可能性を切り拓く人生の目標を持ち、積極的に自己の可能性を切り拓く人生の目標を持ち、積極的に自己の可能性を切り拓く    

◇◇◇◇心身ともに健康で、自律性・社会性を身に付けた感性豊かな生徒心身ともに健康で、自律性・社会性を身に付けた感性豊かな生徒心身ともに健康で、自律性・社会性を身に付けた感性豊かな生徒心身ともに健康で、自律性・社会性を身に付けた感性豊かな生徒    

                                    思いやりや寛容の心を持ち、互いを尊重する豊かな人間性と社会性を育む思いやりや寛容の心を持ち、互いを尊重する豊かな人間性と社会性を育む思いやりや寛容の心を持ち、互いを尊重する豊かな人間性と社会性を育む思いやりや寛容の心を持ち、互いを尊重する豊かな人間性と社会性を育む    
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　　　　平成２３年度　　兵庫県立東灘高等学校　学校評価平成２３年度　　兵庫県立東灘高等学校　学校評価平成２３年度　　兵庫県立東灘高等学校　学校評価平成２３年度　　兵庫県立東灘高等学校　学校評価

進進進進
路路路路
指指指指
導導導導
部部部部

学年や各部との連
携を密にして、個に
応じたきめ細やかな

進路指導を行う

BBBB

　本校の進路結果をみると専門学校の数が多
すぎる。これをいかに減らして大学・短大を
増やしていくかが課題である。進路ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ
を業者任せにせず、しっかり内容を吟味し、
生徒が勉強に一心に取り組めるような大学短
大の紹介、経済的に事情のある生徒には奨学
金を紹介するなど検討してゆきたい。

資格・検定取得に
よる進路実現 AAAA

進学、就職に直結した資格を模索する必要が
ある。進学では具体的に英検・漢検２級を目
標にする。就職では簿記等の即戦力になる資
格が求めらる。

●学校として成果の上がった内容を具体的
　な数字として出してほしい。

丁寧な指導 BBBB
生徒との個別面談はタイムリーに、より頻繁
に行う必要がある。

●個別面談などの丁寧な指導を一層続けて
　ほしい。

BBBB
１年生のクラブ全入制のための問題点を整理
し、指導の在り方を徹底していく。また、互
いのクラブを応援できる体制も整えていく。

●部活動を通して生徒はいきいきと活力
　ある学校生活を送っているように思う。

BBBB

生徒が企画のできる活動を計画していく。文
化祭は実行委員会形式にし、できるだけ生徒
の活動できる機会を増やしていく。ホーム
ルーム活動、委員会活動も生徒の活動できる
機会を増やす。

●充実した学校生活を送れるようにお願い
　したい。

ＬＨＲ

体験学習の充実
BBBB

人権学習等も含めた年間HR計画を年度当初に
立てたい。

委員会活動

ホームルーム活動
BBBB

しっかり３年間を見通したホームルーム計画
が必要である。生徒主体の活動も弱い。実施
内容を明確にし、学年間の引継、担当教師の
フォローが必要である。

規範意識を高め、
基本的生活習慣を
身につけさせ、規
律・秩序の確立に
努める

BBBB

全校集会や学年集会では必ず生徒指導関係の
話は継続的に行い、地域との関係の中に学校
はあることや、「東灘高のマナー」を向上さ
せていく意識を高めていく。校内においても
「授業規律週間」や「授業公開週間」を一時
的なものとしてではなく、習慣化できるよう
なものとしていくことを目標とする。

●生徒が良くなっているのはわかるが、
　保護者や地域に伝わりきっていない。
●イメージアップを図る努力はされてい
　るが一度ついた悪いイメージはなかなか
　払拭することは難しい。

下校時の
身だしなみ BBBB

ＳＨＲ時の指導を徹底していく。また、昇降
口や正門前、また下校指導を計画的に行い、
身だしなみを整えていく。

●下校指導をもっとすれば評価あがる。

BBBB
全校集会・学年集会・ＨＲ等の生徒の集まる
機会を利用した啓発は継続していく。また、
生徒指導部会等の情報交換の場でも「４ない
運動」を取り上げていく。

BBBB
警察などの外部講師による全校講演会による
マナー意識向上の機会を作っていく。全校集
会や学年集会などの機会でも意識向上を図
る。

進進進進
路路路路
指指指指
導導導導
部部部部

キャリア教育の
推進 BBBB

　卒業生の話を聞く会(3年生7月)、進路講演
会(1･2年生12月)、職業人の話を聞く会(1年
生2月)、ﾏﾈｰﾌﾟﾗﾝ講演会(2年生3月)と数年前
から実施し、それなりに定着してきており、
効果もあがっている。さらに講師を検討する
等工夫してゆきたい。

●地域企業ともっと連携を図るのも得策だ
　と思います。
●就職の厳しさなどを理解させ、生徒の意
識
　を高めていかなければならない。

各各各各
学学学学
年年年年

進路意識の向上 BBBB
進路指導部と学年との連携をさらに密にし
て、より生徒の実態に即し、ニーズに合った
学校を招くなどの工夫が必要である。

部部部部
活活活活
動動動動
のののの
活活活活
性性性性
化化化化
とととと
体体体体
験験験験
活活活活
動動動動
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充充充充
実実実実
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ンンンン
タタタタ
ーーーー
ンンンン
シシシシ
ッッッッ
ププププ
のののの
推推推推
進進進進
とととと
キキキキ
ャャャャ

リリリリ
アアアア
教教教教
育育育育
のののの
強強強強
化化化化

生生生生
徒徒徒徒
指指指指
導導導導
部部部部

個個個個
にににに
応応応応
じじじじ
たたたた
きききき
めめめめ
細細細細
やややや
かかかか
なななな
指指指指
導導導導
のののの
徹徹徹徹
底底底底

部活動の充実・活性化を図る取組みは出来ました
か
入部率が５０パーセントを切り、やや低下傾向も入部率が５０パーセントを切り、やや低下傾向も入部率が５０パーセントを切り、やや低下傾向も入部率が５０パーセントを切り、やや低下傾向も
見られ、来年度は１年生を１学期間はクラブ全入見られ、来年度は１年生を１学期間はクラブ全入見られ、来年度は１年生を１学期間はクラブ全入見られ、来年度は１年生を１学期間はクラブ全入
制にすることにした。そのため同好会を６つ増設制にすることにした。そのため同好会を６つ増設制にすることにした。そのため同好会を６つ増設制にすることにした。そのため同好会を６つ増設
した。した。した。した。

生徒会活動、ホームルーム活動、委員会活動の充
実・活性化を図る取組みは出来ましたか
生徒会係の先生への負担が大きかった。生徒が中生徒会係の先生への負担が大きかった。生徒が中生徒会係の先生への負担が大きかった。生徒が中生徒会係の先生への負担が大きかった。生徒が中
心となった生徒会活動、ホームルーム活動、委員心となった生徒会活動、ホームルーム活動、委員心となった生徒会活動、ホームルーム活動、委員心となった生徒会活動、ホームルーム活動、委員
会活動になるには、さらに体験的な活動の指導が会活動になるには、さらに体験的な活動の指導が会活動になるには、さらに体験的な活動の指導が会活動になるには、さらに体験的な活動の指導が
必要となる。必要となる。必要となる。必要となる。

１年間のＬＨＲが計画的に運用できたと実感でき
ましたか
各学年内容のあるLHRが実施できたが、１年間を各学年内容のあるLHRが実施できたが、１年間を各学年内容のあるLHRが実施できたが、１年間を各学年内容のあるLHRが実施できたが、１年間を
見通して計画的に運用できたとは言えず、もう少見通して計画的に運用できたとは言えず、もう少見通して計画的に運用できたとは言えず、もう少見通して計画的に運用できたとは言えず、もう少
し早めに余裕を持ってプランを練れていれば、よし早めに余裕を持ってプランを練れていれば、よし早めに余裕を持ってプランを練れていれば、よし早めに余裕を持ってプランを練れていれば、よ
り充実した取り組みができたと思う。り充実した取り組みができたと思う。り充実した取り組みができたと思う。り充実した取り組みができたと思う。

具体的な取り組み具体的な取り組み具体的な取り組み具体的な取り組み

生徒会活動、ホー
ムルーム活動、委
員会活動、部活動
の充実を図る

資格や検定を積極的に挑戦させ、生徒の進路実現
に努力することができましたか
英検、漢検、情報処理検定等、生徒が資格獲得に英検、漢検、情報処理検定等、生徒が資格獲得に英検、漢検、情報処理検定等、生徒が資格獲得に英検、漢検、情報処理検定等、生徒が資格獲得に
向けて積極的に活動していた向けて積極的に活動していた向けて積極的に活動していた向けて積極的に活動していた。

生徒の一人ひとりへの面談や、教科においても
個々に応じた指導を丁寧にすることが出来ました
か
定期的、及び必要に応じて、個人面談が実施でき定期的、及び必要に応じて、個人面談が実施でき定期的、及び必要に応じて、個人面談が実施でき定期的、及び必要に応じて、個人面談が実施でき
た。教科においても習熟度クラス編成で学力に応た。教科においても習熟度クラス編成で学力に応た。教科においても習熟度クラス編成で学力に応た。教科においても習熟度クラス編成で学力に応
じた指導が行えた。じた指導が行えた。じた指導が行えた。じた指導が行えた。

各各各各
学学学学
年年年年

　　学校評議員・学校関係者評価委員　　学校評議員・学校関係者評価委員　　学校評議員・学校関係者評価委員　　学校評議員・学校関係者評価委員
の提言の提言の提言の提言

交通安全教育を
推進する

評価評価評価評価

進路指導部が学年と連携を図り、生徒にとって有
益で充実した進路ガイダンスを企画・実施するこ
とができましたか
学年と連携しながら学期に１回は生徒のニーズに学年と連携しながら学期に１回は生徒のニーズに学年と連携しながら学期に１回は生徒のニーズに学年と連携しながら学期に１回は生徒のニーズに
応じた進路ガイダンスを実施した。3年では総合応じた進路ガイダンスを実施した。3年では総合応じた進路ガイダンスを実施した。3年では総合応じた進路ガイダンスを実施した。3年では総合
的な学習の時間において面接指導や小論文指導的な学習の時間において面接指導や小論文指導的な学習の時間において面接指導や小論文指導的な学習の時間において面接指導や小論文指導
等、就職・進学それぞれに意識を高めるような内等、就職・進学それぞれに意識を高めるような内等、就職・進学それぞれに意識を高めるような内等、就職・進学それぞれに意識を高めるような内
容を企画した。1･2年は７月の特編期間、3年は容を企画した。1･2年は７月の特編期間、3年は容を企画した。1･2年は７月の特編期間、3年は容を企画した。1･2年は７月の特編期間、3年は
学期に３回のガイダンスを実施し、面接指導も実学期に３回のガイダンスを実施し、面接指導も実学期に３回のガイダンスを実施し、面接指導も実学期に３回のガイダンスを実施し、面接指導も実
施した。施した。施した。施した。

各各各各
学学学学
年年年年
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範範範範
意意意意
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化化化化

生生生生
徒徒徒徒
指指指指
導導導導
部部部部

次年度への展望次年度への展望次年度への展望次年度への展望

終わりのSHRや放課後において、下校時の身だしな
みの指導ができましたか
ＳＨＲで身だしなみを確認して、下校はさせていＳＨＲで身だしなみを確認して、下校はさせていＳＨＲで身だしなみを確認して、下校はさせていＳＨＲで身だしなみを確認して、下校はさせてい
たが、昇降口において指導が入る生徒もいた。たが、昇降口において指導が入る生徒もいた。たが、昇降口において指導が入る生徒もいた。たが、昇降口において指導が入る生徒もいた。

「４ない運動」の指導の継続を意識し、命の大切
さの啓発を図ることができましたか
全校集会等の機会を利用して注意喚起を行い、命全校集会等の機会を利用して注意喚起を行い、命全校集会等の機会を利用して注意喚起を行い、命全校集会等の機会を利用して注意喚起を行い、命
の大切さを啓発したが、あまり多くの機会をもっの大切さを啓発したが、あまり多くの機会をもっの大切さを啓発したが、あまり多くの機会をもっの大切さを啓発したが、あまり多くの機会をもっ
て、話題に上げられなかった。て、話題に上げられなかった。て、話題に上げられなかった。て、話題に上げられなかった。

評価指標

実施状況（今年度の振り返り）実施状況（今年度の振り返り）実施状況（今年度の振り返り）実施状況（今年度の振り返り）

委員会活動やホームルーム活動を活性化させるた
めに努力ができましたか
定期的に行われる委員会活動が不足していた。改定期的に行われる委員会活動が不足していた。改定期的に行われる委員会活動が不足していた。改定期的に行われる委員会活動が不足していた。改
善が求められる。またホームルームの年間計画が善が求められる。またホームルームの年間計画が善が求められる。またホームルームの年間計画が善が求められる。またホームルームの年間計画が
不十分であった。不十分であった。不十分であった。不十分であった。

生徒のマナーやモラルに関する指導を授業やHRで
行い、「東灘高生のマナー」について考えさせる
など規範意識の向上を図れましたか
全校集会や学年集会またＨＲにおいて常に生徒に全校集会や学年集会またＨＲにおいて常に生徒に全校集会や学年集会またＨＲにおいて常に生徒に全校集会や学年集会またＨＲにおいて常に生徒に
は情報を提供し、地域や外部との関係性があるこは情報を提供し、地域や外部との関係性があるこは情報を提供し、地域や外部との関係性があるこは情報を提供し、地域や外部との関係性があるこ
とを伝え、「東灘高生のマナー」について考えるとを伝え、「東灘高生のマナー」について考えるとを伝え、「東灘高生のマナー」について考えるとを伝え、「東灘高生のマナー」について考える
環境を作っていった。また、授業においては、環境を作っていった。また、授業においては、環境を作っていった。また、授業においては、環境を作っていった。また、授業においては、
「授業規律週間」や「授業公開週間」の実施によ「授業規律週間」や「授業公開週間」の実施によ「授業規律週間」や「授業公開週間」の実施によ「授業規律週間」や「授業公開週間」の実施によ
り、規範意識の向上を図った。り、規範意識の向上を図った。り、規範意識の向上を図った。り、規範意識の向上を図った。

登下校における交通ルール遵守やマナー向上のた
めの指導ができましたか
全校集会や学年集会で交通ルール遵守やマナー向全校集会や学年集会で交通ルール遵守やマナー向全校集会や学年集会で交通ルール遵守やマナー向全校集会や学年集会で交通ルール遵守やマナー向
上の話を行い、また、登下校時に立ち番を行うこ上の話を行い、また、登下校時に立ち番を行うこ上の話を行い、また、登下校時に立ち番を行うこ上の話を行い、また、登下校時に立ち番を行うこ
とで指導をした。とで指導をした。とで指導をした。とで指導をした。

職業人、地域の関係者、卒業生による進路講演
会、大学等の実地見学をそれぞれ年間１回以上実
施し、進路実現に役立てられたと実感できました
か
特色類型を始めとする医療看護保育志望者に年間特色類型を始めとする医療看護保育志望者に年間特色類型を始めとする医療看護保育志望者に年間特色類型を始めとする医療看護保育志望者に年間
20回程度の放課後講座を実施した。職業人、地20回程度の放課後講座を実施した。職業人、地20回程度の放課後講座を実施した。職業人、地20回程度の放課後講座を実施した。職業人、地
域の関係者、卒業生による進路講演会、大学等の域の関係者、卒業生による進路講演会、大学等の域の関係者、卒業生による進路講演会、大学等の域の関係者、卒業生による進路講演会、大学等の
実地見学をそれぞれ年間１回実施した。事業所に実地見学をそれぞれ年間１回実施した。事業所に実地見学をそれぞれ年間１回実施した。事業所に実地見学をそれぞれ年間１回実施した。事業所に
おけるインターンシップを２年生の就職希望生徒おけるインターンシップを２年生の就職希望生徒おけるインターンシップを２年生の就職希望生徒おけるインターンシップを２年生の就職希望生徒
に対して夏季休業中に実施した。に対して夏季休業中に実施した。に対して夏季休業中に実施した。に対して夏季休業中に実施した。

３年間を見通した計画的な進路指導ができている
と実感できましたか
進路講演会や進路ガイダンス等実施したが、それ進路講演会や進路ガイダンス等実施したが、それ進路講演会や進路ガイダンス等実施したが、それ進路講演会や進路ガイダンス等実施したが、それ
らが３年間を見通した展望の元に行われているとらが３年間を見通した展望の元に行われているとらが３年間を見通した展望の元に行われているとらが３年間を見通した展望の元に行われていると
は言えず、生徒の進路意識向上に十分に繋がらなは言えず、生徒の進路意識向上に十分に繋がらなは言えず、生徒の進路意識向上に十分に繋がらなは言えず、生徒の進路意識向上に十分に繋がらな
かった。かった。かった。かった。
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　　　　平成２３年度　　兵庫県立東灘高等学校　学校評価平成２３年度　　兵庫県立東灘高等学校　学校評価平成２３年度　　兵庫県立東灘高等学校　学校評価平成２３年度　　兵庫県立東灘高等学校　学校評価

総総総総
務務務務
部部部部

地域交流活動 AAAA

来年度もボランテイア活動・おはよう運動・
募金活動・ワークキャンプ・幼稚園児のプー
ル指導・花育プロジェクト・クリーン作戦と
多くの活動をし、地域貢献活動を増やした
い。

●東灘高校は場所的にも地域との連携は切
　り離せない。就職ができるというアピー
　ルも大事になる。
●中学と高校との中高連携ができるように
　してほしい。
●地元の中学生が行きたいと思える高校で
　あって欲しい。

生生生生
徒徒徒徒
指指指指
導導導導
部部部部

地域貢献活動
ボランティア活動 BBBB

文化祭の企業協力等は継続し、ボランティア
同好会を中心とした活動を積極的に展開でき
るように支援していく。

●地域企業との連携は大事であり、今後も
　さらに広げて欲しい。
●深江から高校までの歩道は狭いと思える
　が、もっと市にも歩道拡充などの要求を
　積極的にしていくべきである。

公公公公
開開開開
授授授授
業業業業
・・・・

研研研研
究究究究
授授授授
業業業業
推推推推
進進進進

総総総総
務務務務
部部部部

情報発信 AAAA
来年度も毎月学校新聞を発行し、本校の教育
活動が広く周知されるように努力したい。ま
た毎月ホームページの更新に努めたい。

●公開授業週間に多くの保護者が来校する
ようには講演会などとセットにする方
　がよいのではないか。

教教教教
務務務務
部部部部

　公開授業の実施
※今年度から実施
　につき、現時点で
　教務部 の項目
　として挿入

BBBB
アピールを強くする必要がある。もうすこし
参観者が多くなることが、教師、生徒にとっ
てさらなるモーチべーションとなっていくと
思う。

●地域企業との連携をもっとアピールして
　いくことが大事である。

CCCC
　全体の流れの策定に追われ、なかなかタイ
ムリーな情報提供まで手が回りかねたのが正
直な実感である。来年度は全体を見ながら、
タイムリーな情報提供を心掛けてゆきたい。

●もっと情報発信の方法を工夫し、強化す
べきであ
　る。

BBBB
　進路指導部は3年生とのみ連携し、1･2年生
との連携が欠けている。例えば、1年10月の
類型選択でも使用できるように内容をさらに
工夫していきたい。

●進路指導部が全学年と密に連携をとれる
　システムにして欲しい。

各各各各
学学学学
年年年年

学年通信 AAAA
学年通信はもとより、進路指導通信など各部
からの情報発信も行っていきたい。また、保
護者からの要望も積極的に反映させることが
必要である。

学校行事の精選・
充実を図る

式典の推進

年間・月間
行事予定の
調整をする

AAAA
来年度も年間行事・昨年度行事をもとに、校
運・各部・各学年の意見を聞き調整したい。

●企業でもＰ（計画）Ｄ（実践）まではす
　るが、Ｃ（チェック、検証）は甘くな
る。
●Ｃ（チェック、検証）を甘くせず、Ａ
　（改善）に繋げなければならない。

CCCC
今年度同様、コンピュータソフト「図書丸」
を本格的に活用することによって、職員・生
徒の読書活動の活性化を推進するようした
い。

●本を読む環境を作る工夫が必要である。

CCCC
来年度は学年図書係との連携を密にして、
1・2年生図書委員の図書館奉仕の欠席を減ら
す工夫をしたい。

●読書について何か具体的な対策をたてて
改善してほしい。

進進進進
路路路路
指指指指
導導導導
部部部部

３年間を見通した
進路指導体制を

確立していく
BBBB

　今年度の県の通達を踏まえて、模試の監督
は全員であたるように合意作りに励んでゆき
たい。

実施状況（今年度の振り返り）実施状況（今年度の振り返り）実施状況（今年度の振り返り）実施状況（今年度の振り返り）

各学校行事・学年行事の意義と教育効果を理解し
て、その実施に係わることができましたか
年間行事・昨年度行事をもとに、校運・各部・各年間行事・昨年度行事をもとに、校運・各部・各年間行事・昨年度行事をもとに、校運・各部・各年間行事・昨年度行事をもとに、校運・各部・各
学年の意見を聞き調整した。学年の意見を聞き調整した。学年の意見を聞き調整した。学年の意見を聞き調整した。

図書室への関心が高まり、活用が活発で、生徒と
読書活動の活性化を推進することできたと実感で
きましたか
今年度より導入したコンピュータソフトを導入す今年度より導入したコンピュータソフトを導入す今年度より導入したコンピュータソフトを導入す今年度より導入したコンピュータソフトを導入す
ることにより、学校図書館の経営がスムーズにでることにより、学校図書館の経営がスムーズにでることにより、学校図書館の経営がスムーズにでることにより、学校図書館の経営がスムーズにで
きるようになった。きるようになった。きるようになった。きるようになった。

図書委員会活動が活性化できたと実感できました
か
図書委員会の図書館における昼休み・放課後の図図書委員会の図書館における昼休み・放課後の図図書委員会の図書館における昼休み・放課後の図図書委員会の図書館における昼休み・放課後の図
書館奉仕は、3年生が主体で活動した。1・2年生書館奉仕は、3年生が主体で活動した。1・2年生書館奉仕は、3年生が主体で活動した。1・2年生書館奉仕は、3年生が主体で活動した。1・2年生
は2学期からは欠席気味だった。は2学期からは欠席気味だった。は2学期からは欠席気味だった。は2学期からは欠席気味だった。

本校の校外模試の実施やその監督において、教職
員の共通理解を得て実施することができましたか
1･2年では全生徒に模試を年間2回行い、3年では1･2年では全生徒に模試を年間2回行い、3年では1･2年では全生徒に模試を年間2回行い、3年では1･2年では全生徒に模試を年間2回行い、3年では
大学・短大・看護医療・就職と進路に応じた模試大学・短大・看護医療・就職と進路に応じた模試大学・短大・看護医療・就職と進路に応じた模試大学・短大・看護医療・就職と進路に応じた模試
を年間5回行うように話し合った。２年生は７月を年間5回行うように話し合った。２年生は７月を年間5回行うように話し合った。２年生は７月を年間5回行うように話し合った。２年生は７月
に全員対象の模試を実施し、他は進路指導部会でに全員対象の模試を実施し、他は進路指導部会でに全員対象の模試を実施し、他は進路指導部会でに全員対象の模試を実施し、他は進路指導部会で
検討した。３年では年度当初の計画で実施した。検討した。３年では年度当初の計画で実施した。検討した。３年では年度当初の計画で実施した。検討した。３年では年度当初の計画で実施した。

評価指標

総総総総
務務務務
部部部部

各各各各
分分分分
掌掌掌掌
のののの
目目目目
標標標標
設設設設
定定定定

（（（（
数数数数
値値値値
目目目目
標標標標
））））

ＰＰＰＰ
ＤＤＤＤ
ＣＣＣＣ
ＡＡＡＡ
ササササ
イイイイ
クククク
ルルルル
のののの
徹徹徹徹
底底底底

中中中中
学学学学
校校校校
訪訪訪訪
問問問問
やややや
学学学学
校校校校

説説説説
明明明明
会会会会
・・・・
オオオオ
ーーーー

ププププ
ンンンン

ハハハハ
イイイイ
スススス
クククク
ーーーー

ルルルル
のののの
充充充充
実実実実

重点目標　　Ⅲ　活力ある組織づくり重点目標　　Ⅲ　活力ある組織づくり重点目標　　Ⅲ　活力ある組織づくり重点目標　　Ⅲ　活力ある組織づくり

地地地地
域域域域
交交交交
流流流流
活活活活
動動動動
・・・・
ボボボボ
ララララ
ンンンン
テテテテ
ィィィィ
アアアア

活活活活
動動動動
のののの
質質質質
的的的的
向向向向
上上上上

重点目標　　Ⅱ　地域に愛され信頼される学校　（開かれた学校づくり）重点目標　　Ⅱ　地域に愛され信頼される学校　（開かれた学校づくり）重点目標　　Ⅱ　地域に愛され信頼される学校　（開かれた学校づくり）重点目標　　Ⅱ　地域に愛され信頼される学校　（開かれた学校づくり）

BBBB
ほとんどの学校行事でアンケートを実施し、
結果がフィードバックされていた。来年度は
もう少し、グラフにすることにより見やすい

ものにしたい。

評価評価評価評価

学校行事の後、課題や改善点を意識をもって提言
もしくはアンケートにまとめることができました
か
ほとんどの学校行事でアンケートを実施し、結果ほとんどの学校行事でアンケートを実施し、結果ほとんどの学校行事でアンケートを実施し、結果ほとんどの学校行事でアンケートを実施し、結果
がフィードバックされていたがフィードバックされていたがフィードバックされていたがフィードバックされていた。

●ｵｰﾌﾟﾝﾊｲｽｸｰﾙでの頑張りが中学校に評価
　されたのではないか。

情情情情
報報報報
発発発発
信信信信
のののの
強強強強
化化化化

　　学校評議員・学校関係者評価委員　　学校評議員・学校関係者評価委員　　学校評議員・学校関係者評価委員　　学校評議員・学校関係者評価委員
の提言の提言の提言の提言

次年度への展望次年度への展望次年度への展望次年度への展望

　　学校評議員・学校関係者評価委員　　学校評議員・学校関係者評価委員　　学校評議員・学校関係者評価委員　　学校評議員・学校関係者評価委員
の提言の提言の提言の提言

図書

総総総総
務務務務
部部部部

進進進進
路路路路
指指指指
導導導導
部部部部

職員・生徒に有益な
情報の発信を心が

けていく

具体的な取り組み具体的な取り組み具体的な取り組み具体的な取り組み

具体的な取り組み具体的な取り組み具体的な取り組み具体的な取り組み 評価評価評価評価 次年度への展望次年度への展望次年度への展望次年度への展望

進路のしおりを生徒が有効に活用し、進路実現に
役立てられたと実感できましたか
進路のしおりを見直し、資格取得や奨学金に関す進路のしおりを見直し、資格取得や奨学金に関す進路のしおりを見直し、資格取得や奨学金に関す進路のしおりを見直し、資格取得や奨学金に関す
る事項をいれ、より使いやすくするよう主に3年る事項をいれ、より使いやすくするよう主に3年る事項をいれ、より使いやすくするよう主に3年る事項をいれ、より使いやすくするよう主に3年
生と相談した。生徒特に3年生に使いやすいもの生と相談した。生徒特に3年生に使いやすいもの生と相談した。生徒特に3年生に使いやすいもの生と相談した。生徒特に3年生に使いやすいもの
を作成した。を作成した。を作成した。を作成した。

各学年において、学年通信の発行や家庭連絡等、
積極的に情報発信がなされ、保護者の理解と協力
が得られていると実感できましたか
各学年とも定期的に学年通信等が発行され、家庭各学年とも定期的に学年通信等が発行され、家庭各学年とも定期的に学年通信等が発行され、家庭各学年とも定期的に学年通信等が発行され、家庭
との情報交換も十分に行われていた。との情報交換も十分に行われていた。との情報交換も十分に行われていた。との情報交換も十分に行われていた。

地域貢献活動や広報活動を通して、地域からの理
解を得られていると実感できましたか
東北へのボランテイア活動・おはよう運動・募金東北へのボランテイア活動・おはよう運動・募金東北へのボランテイア活動・おはよう運動・募金東北へのボランテイア活動・おはよう運動・募金
活動・ワークキャンプ・幼稚園児のプール指導・活動・ワークキャンプ・幼稚園児のプール指導・活動・ワークキャンプ・幼稚園児のプール指導・活動・ワークキャンプ・幼稚園児のプール指導・
花育プロジェクト・クリーン作戦と多くの活動を花育プロジェクト・クリーン作戦と多くの活動を花育プロジェクト・クリーン作戦と多くの活動を花育プロジェクト・クリーン作戦と多くの活動を
した。なかでも東北へのボランテイア活動がテレした。なかでも東北へのボランテイア活動がテレした。なかでも東北へのボランテイア活動がテレした。なかでも東北へのボランテイア活動がテレ
ビニュース・新聞で大きく取り上げられた。ビニュース・新聞で大きく取り上げられた。ビニュース・新聞で大きく取り上げられた。ビニュース・新聞で大きく取り上げられた。

地域貢献活動やボランティア活動への自発的な参
加を促すよう、呼びかけなどの指導ができました
か
文化祭での企業協力や東北ボランティア活動、授文化祭での企業協力や東北ボランティア活動、授文化祭での企業協力や東北ボランティア活動、授文化祭での企業協力や東北ボランティア活動、授
業におけるふれあい体験等を行ってきたが、自発業におけるふれあい体験等を行ってきたが、自発業におけるふれあい体験等を行ってきたが、自発業におけるふれあい体験等を行ってきたが、自発
的に参加・企画されたボランティア活動までには的に参加・企画されたボランティア活動までには的に参加・企画されたボランティア活動までには的に参加・企画されたボランティア活動までには
至っていない。至っていない。至っていない。至っていない。

ホームページの更新や広報誌（学校新聞）の発行
等、積極的に情報発信がなされていると実感する
ことができましたか
毎月学校新聞を発行し、本校の広報に努めた。中毎月学校新聞を発行し、本校の広報に努めた。中毎月学校新聞を発行し、本校の広報に努めた。中毎月学校新聞を発行し、本校の広報に努めた。中
央卸売市場の掲示板にも取り上げられ、本校の教央卸売市場の掲示板にも取り上げられ、本校の教央卸売市場の掲示板にも取り上げられ、本校の教央卸売市場の掲示板にも取り上げられ、本校の教
育活動が広く周知されるようになってきている。育活動が広く周知されるようになってきている。育活動が広く周知されるようになってきている。育活動が広く周知されるようになってきている。

評価指標

実施状況（今年度の振り返り）実施状況（今年度の振り返り）実施状況（今年度の振り返り）実施状況（今年度の振り返り）

PTA・地域にむけた公開授業の意義を理解し、授業
改善や指導方法の向上に役立てることができまし
たか
本年度は１回だけの試行であったので評価は定か本年度は１回だけの試行であったので評価は定か本年度は１回だけの試行であったので評価は定か本年度は１回だけの試行であったので評価は定か
ではないが、授業参観をしたい保護者の希望がではないが、授業参観をしたい保護者の希望がではないが、授業参観をしたい保護者の希望がではないが、授業参観をしたい保護者の希望が
あったが、公開授業週間の連絡が徹底されなかっあったが、公開授業週間の連絡が徹底されなかっあったが、公開授業週間の連絡が徹底されなかっあったが、公開授業週間の連絡が徹底されなかっ
たきらいがあったが、緊張感を持った授業が行わたきらいがあったが、緊張感を持った授業が行わたきらいがあったが、緊張感を持った授業が行わたきらいがあったが、緊張感を持った授業が行わ
れたと評価できるれたと評価できるれたと評価できるれたと評価できる。

月に１回は進路だよりを発行するなど生徒へのタ
イムリーな情報提供が実施され進路実現に役立て
られたと実感できましたか
月に１回は進路だよりを発行するなど生徒へのタ月に１回は進路だよりを発行するなど生徒へのタ月に１回は進路だよりを発行するなど生徒へのタ月に１回は進路だよりを発行するなど生徒へのタ
イムリーな情報提供を心がけたが、検討に時間がイムリーな情報提供を心がけたが、検討に時間がイムリーな情報提供を心がけたが、検討に時間がイムリーな情報提供を心がけたが、検討に時間が
かかり、発行には至らなかった。10月の保護者かかり、発行には至らなかった。10月の保護者かかり、発行には至らなかった。10月の保護者かかり、発行には至らなかった。10月の保護者
会等で学年に資料提供を行なった。会等で学年に資料提供を行なった。会等で学年に資料提供を行なった。会等で学年に資料提供を行なった。
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　　　　平成２３年度　　兵庫県立東灘高等学校　学校評価平成２３年度　　兵庫県立東灘高等学校　学校評価平成２３年度　　兵庫県立東灘高等学校　学校評価平成２３年度　　兵庫県立東灘高等学校　学校評価

総総総総
務務務務
部部部部

保健との連携 AAAA
今年度同様、より迅速かつ、より具体的に情
報交換ができるように、学年や授業担当者と
話す時間を作りたい。

生生生生
徒徒徒徒
指指指指
導導導導
部部部部

共通認識・
協働実践 AAAA

「制服の正しい着こなし期間」では全教職員
で取り組んでいく姿勢を示すことができ、生
徒の身だしなみについては改善が見られた。
また、生徒指導部を中心として「女子のス
カート」等、重点項目を決めて指導すること
で、指導の徹底化をはかることができた。

●さらにマナー・規範意識の向上に取り組
んでい
　ただきたい。
●登下校における指導は地域との関係にお
　いても重要である。

学級委員の活躍の
情報共有 BBBB

各委員の役割、および活動を再検討し、平等
に役割が分担できる工夫が求められる。各委
員にその分野でのリーダーであるという自覚
を持たせることが求められる。

生徒の情報共有 AAAA
情報共有を更に進め、本校長年の課題であっ
た学年間の格差をよりなくしていく工夫が求
められる。全職員が指導に当たれる工夫も必
要である。

●効果のあった指導は継続すべきである
　が、まず年間の検証を行うべきである。

AAAA

一教員あたりの監督箇所が増えることになる
であろうが、普段から清掃の手を入れられる
箇所を増やしていく方向で調整したい。ま
た、管理倉庫に眠っている用具の有効活用も
検討課題である。

●年間を通して計画的な大掃除も必要であ
　る。

AAAA

特に複雑となる職員室・印刷室のごみ分別に
ついて、より具体的かつ丁寧に周知徹底を図
りたい。また、清掃時間の体育館裏のごみ捨
て場に関して、捨て方の指導にかかる者を置
く必要性も感じている。

BBBB

事件・事故・問題行動の報告ができるだけ早
く入る体制を組織的に取り組めるように整え
ていく。特に学年外の先生方や臨時講師の
方々に即座に対応できていく体制を作ってい
く。

●さらに生徒指導に力を入れてほしい。

BBBB
生徒指導部会を定期的に開催することは継続
していく。情報交換は常にできる状況にして
おき、組織的に情報を受け取れる体制を整え
ていく。

●生徒にやればできるという実感を得られ
　る指導をして欲しい。

家庭、地域との連携
を密にし、信頼され
る学校づくりをめざ
す

BBBB

地域の方からいただける情報には必ずスピー
ディーに対応し、納得のいただけるものにし
ていく。その記録は必ずとっておき、どのよ
うな場面にも活かせるようにしていく。生徒
に対する対応も段階的に組織的にできるよう
にする。

●中学生や保護者は過去の根づいた印象を
　持っている。
●もっと学校の様子を保護者に知ってもら
　うべきである。

家庭、地域との連携
を密にし、信頼され
る学校づくりをめざ
す

BBBB
生徒指導の強化期間をのぞいても、継続的に
各学年が面談でき、常に協力できる組織的体
制を整えていく。

●生徒指導強化期間としては評価できる。
●次年度への取り組み方が重要である。

各各各各
学学学学
年年年年

生徒の積極性を
指導 BBBB

補習に参加することの意義・必要性をしっか
り理解させて人数を増やし、より活気ある取
り組みにする必要がある。

●授業が大事であることは当然であり、全
　ての授業の成立をまず確立させて欲し
　い。
●生徒への学習に対する意欲を高める指導
　を工夫して欲しい。

教教教教
職職職職
員員員員
のののの
結結結結
束束束束
とととと
協協協協
力力力力
体体体体
制制制制

（（（（
チチチチ
ーーーー
ムムムム
ワワワワ
ーーーー
クククク
））））
のののの
確確確確
立立立立

学年や各部との
連携を密にして、
予防的な指導を

行っていく

具体的な取り組み具体的な取り組み具体的な取り組み具体的な取り組み

各各各各
学学学学
年年年年

報報報報
・・・・
連連連連
・・・・
相相相相
のののの
徹徹徹徹
底底底底

美化の推進

総総総総
務務務務
部部部部

生生生生
徒徒徒徒
指指指指
導導導導
部部部部

次年度への展望次年度への展望次年度への展望次年度への展望
　　学校評議員・学校関係者評価委員　　学校評議員・学校関係者評価委員　　学校評議員・学校関係者評価委員　　学校評議員・学校関係者評価委員

の提言の提言の提言の提言
評価評価評価評価

生徒の基本的生活習慣を確立させるために、地
域・保護者との連携や、協力関係を高めることが
できましたか
地域の人たちから入ってくる情報には丁寧に対応地域の人たちから入ってくる情報には丁寧に対応地域の人たちから入ってくる情報には丁寧に対応地域の人たちから入ってくる情報には丁寧に対応
し、現場に足を運ぶ場面では即座に動いた。納得し、現場に足を運ぶ場面では即座に動いた。納得し、現場に足を運ぶ場面では即座に動いた。納得し、現場に足を運ぶ場面では即座に動いた。納得
していただけるまで対応していった。していただけるまで対応していった。していただけるまで対応していった。していただけるまで対応していった。

遅刻０週間、制服着こなし週間等の強化指導週間
以外に家庭連絡や個人面談などを行い現状改善を
図る努力ができましたか
きめ細かな面談や、面談週間以外の面談指導できめ細かな面談や、面談週間以外の面談指導できめ細かな面談や、面談週間以外の面談指導できめ細かな面談や、面談週間以外の面談指導で
は、各学年は保護者との連絡を密に行って指導しは、各学年は保護者との連絡を密に行って指導しは、各学年は保護者との連絡を密に行って指導しは、各学年は保護者との連絡を密に行って指導し
てきた。てきた。てきた。てきた。

保健室と学年や授業担当者との間で、生徒につい
ての情報交換が有効に出来たと実感できましたか
複数配置になり、保健室が空になることがなく複数配置になり、保健室が空になることがなく複数配置になり、保健室が空になることがなく複数配置になり、保健室が空になることがなく
なったため、より迅速に情報を伝えることができなったため、より迅速に情報を伝えることができなったため、より迅速に情報を伝えることができなったため、より迅速に情報を伝えることができ
た。た。た。た。

評価指標

実施状況（今年度の振り返り）実施状況（今年度の振り返り）実施状況（今年度の振り返り）実施状況（今年度の振り返り）

普段から廊下や教室で生徒の身だしなみ（頭髪・
服装）を丁寧に指導しながら改善を図ることがで
きましたか
常時、全教職員で生徒の身だしなみには注意を常時、全教職員で生徒の身だしなみには注意を常時、全教職員で生徒の身だしなみには注意を常時、全教職員で生徒の身だしなみには注意を
払っていき、丁寧に指導していく。全校集会や学払っていき、丁寧に指導していく。全校集会や学払っていき、丁寧に指導していく。全校集会や学払っていき、丁寧に指導していく。全校集会や学
年集会またＨＲにおいては、常に注意喚起を行年集会またＨＲにおいては、常に注意喚起を行年集会またＨＲにおいては、常に注意喚起を行年集会またＨＲにおいては、常に注意喚起を行
い、学校全体の取組としては「制服の正しい着こい、学校全体の取組としては「制服の正しい着こい、学校全体の取組としては「制服の正しい着こい、学校全体の取組としては「制服の正しい着こ
なし期間」で指導を徹底していく。なし期間」で指導を徹底していく。なし期間」で指導を徹底していく。なし期間」で指導を徹底していく。

授業やHRを通じて、学級委員の役割がしっかりし
ていて、その役割ができているように実感できま
したか
委員長・副委員長、体育委員など常時役割が明確委員長・副委員長、体育委員など常時役割が明確委員長・副委員長、体育委員など常時役割が明確委員長・副委員長、体育委員など常時役割が明確
な委員はしっかりできていた。しかし、役割が常な委員はしっかりできていた。しかし、役割が常な委員はしっかりできていた。しかし、役割が常な委員はしっかりできていた。しかし、役割が常
時でないものは委員という自覚があまりなかった時でないものは委員という自覚があまりなかった時でないものは委員という自覚があまりなかった時でないものは委員という自覚があまりなかった
ように感じる。ように感じる。ように感じる。ように感じる。

遅刻指導、頭髪指導の成果があり改善していると
実感できましたか
遅刻指導、頭髪指導とも各学年、生徒指導部とも遅刻指導、頭髪指導とも各学年、生徒指導部とも遅刻指導、頭髪指導とも各学年、生徒指導部とも遅刻指導、頭髪指導とも各学年、生徒指導部とも
連携が取れ、成果が上がっていた。連携が取れ、成果が上がっていた。連携が取れ、成果が上がっていた。連携が取れ、成果が上がっていた。

ほぼ毎日校内清掃の監督を行い。清掃活動を徹底
して望ましい教育環境を作ることができましたか
先生方のご協力と生徒達の頑張りにより、年々少先生方のご協力と生徒達の頑張りにより、年々少先生方のご協力と生徒達の頑張りにより、年々少先生方のご協力と生徒達の頑張りにより、年々少
しずつは清掃が徹底しつつあるように感じる。ししずつは清掃が徹底しつつあるように感じる。ししずつは清掃が徹底しつつあるように感じる。ししずつは清掃が徹底しつつあるように感じる。し
かし、清掃の手を入れたい箇所が教員数よりはるかし、清掃の手を入れたい箇所が教員数よりはるかし、清掃の手を入れたい箇所が教員数よりはるかし、清掃の手を入れたい箇所が教員数よりはる
かに多く、清掃が徹底できない箇所も現実にはかに多く、清掃が徹底できない箇所も現実にはかに多く、清掃が徹底できない箇所も現実にはかに多く、清掃が徹底できない箇所も現実には
あったことが残念である。あったことが残念である。あったことが残念である。あったことが残念である。

総務のごみ分別の案内や分別方法理解し、職員室
のごみの分別は徹底できましたか
先生方にも生徒達にも年々少しずつは分別の意識先生方にも生徒達にも年々少しずつは分別の意識先生方にも生徒達にも年々少しずつは分別の意識先生方にも生徒達にも年々少しずつは分別の意識
を高めていただいているように感じる。しかし、を高めていただいているように感じる。しかし、を高めていただいているように感じる。しかし、を高めていただいているように感じる。しかし、
アンケート評価とは裏腹に、担当者としては周知アンケート評価とは裏腹に、担当者としては周知アンケート評価とは裏腹に、担当者としては周知アンケート評価とは裏腹に、担当者としては周知
徹底が不十分だったと反省すべきところが多々あ徹底が不十分だったと反省すべきところが多々あ徹底が不十分だったと反省すべきところが多々あ徹底が不十分だったと反省すべきところが多々あ
る。る。る。る。

早期発見、早期対応のため、生徒指導部と学年の
連携が図れましたか（学年外の先生方は、連携が
図れているように感じましたか
問題行動の発生や事件・事故の報告が、生徒指導問題行動の発生や事件・事故の報告が、生徒指導問題行動の発生や事件・事故の報告が、生徒指導問題行動の発生や事件・事故の報告が、生徒指導
部へ連絡の入る体制が以前よりかなり早くはな部へ連絡の入る体制が以前よりかなり早くはな部へ連絡の入る体制が以前よりかなり早くはな部へ連絡の入る体制が以前よりかなり早くはな
り、連携が図れるようになった。しかし、時に情り、連携が図れるようになった。しかし、時に情り、連携が図れるようになった。しかし、時に情り、連携が図れるようになった。しかし、時に情
報の入りにくかった場面もあった。報の入りにくかった場面もあった。報の入りにくかった場面もあった。報の入りにくかった場面もあった。

生徒指導部と連携を図り、予防的指導が実施する
ことができましたか
生徒指導部会を１週間に１回定期的に開き、ま生徒指導部会を１週間に１回定期的に開き、ま生徒指導部会を１週間に１回定期的に開き、ま生徒指導部会を１週間に１回定期的に開き、ま
た、臨時的生徒指導部会においても情報交換を常た、臨時的生徒指導部会においても情報交換を常た、臨時的生徒指導部会においても情報交換を常た、臨時的生徒指導部会においても情報交換を常
に行ってきた。また、常に授業が困難な状況にに行ってきた。また、常に授業が困難な状況にに行ってきた。また、常に授業が困難な状況にに行ってきた。また、常に授業が困難な状況に
陥った先生とは常に連絡を取れる状況にしてお陥った先生とは常に連絡を取れる状況にしてお陥った先生とは常に連絡を取れる状況にしてお陥った先生とは常に連絡を取れる状況にしてお
き、状況に応じて対応した。き、状況に応じて対応した。き、状況に応じて対応した。き、状況に応じて対応した。

授業やHRを通じて希望補習や校外模試へ積極的に
参加するよう指導できましたか
放課後補習、考査中補習、長期休業中等の補習に放課後補習、考査中補習、長期休業中等の補習に放課後補習、考査中補習、長期休業中等の補習に放課後補習、考査中補習、長期休業中等の補習に
参加を呼びかけたが参加者数が期待するほど増え参加を呼びかけたが参加者数が期待するほど増え参加を呼びかけたが参加者数が期待するほど増え参加を呼びかけたが参加者数が期待するほど増え
なかった。なかった。なかった。なかった。
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人権 AAAA
来年度は１年生のみデ―トDV講演会を行な
う。各学年、年間計画を作成する。

保健 BBBB

保健室来室の中での問題解決が、生徒にとっ
てより良いものになるために、今まで以上
に、専門的立場の校医・カウンセラーからア
ドバイスをいただくようよう時間を作りた
い。

AAAA
継続していくことが必要である。提出点、態
度点の重みをどの程度にするかは教科に任さ
れている。どの程度が妥当か議論できると良
い。

●評価の目安を決めておけばよい。
●教員の自己評価そのものが甘く感じる。

BBBB

外部への公開授業週間を年３回設けるなどし
てより授業公開を活発にすることができる。
また授業規律週間と合わせて、他の教師によ
る授業参観の体制もとれるなど、授業改善が
進むと思われる。

●保護者に来校してもらう機会を増やし、
　学校の中身を知ってもらうべきである。

生生生生
徒徒徒徒
指指指指
導導導導
部部部部

生徒との適切な
コミュニケーション

づくり
AAAA

面談週間を継続し、できるだけ１学期に１回
は面談を行えるようにＬＨＲを利用すること
も視野に入れて、コミュニケーションをとれ
る機会を増やしていく。また、ＨＲ担任のみ
ではなく、学年主任面談や生徒指導部面談な
どの他部署との面談機会も増やしていく。

●生徒だけの面談ではなく、保護者の来校
　機会を増やして欲しい。
●保護者が学校に来ることによって学校に
　対する意識の持ち方は変わる。

各各各各
学学学学
年年年年

ＬＨＲ計画 BBBB
人権学習等も含めた年間HR計画を年度当初に
立てたい。

●１つの学年の計画だけではなく、３つの
　学年に渡ってＬＨＲ計画を生徒指導部で
　掌握すべきである。

風風風風
通通通通
しししし
のののの

良良良良
いいいい
職職職職
場場場場

学学学学
校校校校
全全全全
体体体体

スピーディーな情報共有 Ｂ

各会議に出席した職員が各分掌や各学年に持
ち帰るなどの、スピーディーな情報共有を図
るシステムづくりが必要である。また、風通
しの良い職場へのアンケートなどを通して、
広く教職員の意見を伺い具体的に取り組んで
いく。

●多様な意見が自然に出し合える職場で
　あって欲しい。

勤勤勤勤
務務務務
時時時時
間間間間
のののの

適適適適
正正正正
化化化化
のののの
推推推推
進進進進

学学学学
校校校校
全全全全
体体体体

ノー残業デーや
ノー部活デーを

設定
Ｂ

教職員の意識も高めて「ノー残業デー」
「ノー部活デー」の推進を図り、回数を増や
していく。

●学校の先生が忙しいのは理解できるが、
　意識の問題であり適正な勤務時間を確保
　できるようにして欲しい。

磨磨磨磨
きききき
ああああ
いいいい
、、、、
支支支支
ええええ
合合合合
うううう
教教教教
員員員員
集集集集
団団団団

教教教教
務務務務
部部部部

総総総総
務務務務
部部部部

「ノー残業デー」の推進に満足できましたか
１ヶ月１回から２ヶ月に３回を設定に設定したが、推進１ヶ月１回から２ヶ月に３回を設定に設定したが、推進１ヶ月１回から２ヶ月に３回を設定に設定したが、推進１ヶ月１回から２ヶ月に３回を設定に設定したが、推進
には至らなかった。には至らなかった。には至らなかった。には至らなかった。

評価指標

実施状況（今年度の振り返り）実施状況（今年度の振り返り）実施状況（今年度の振り返り）実施状況（今年度の振り返り）

デートDV防止授業や講演会で、生徒の健全な人権
意識が高まったと実感できましたか
今年は警報の関係で日程調整が大変だったが、全今年は警報の関係で日程調整が大変だったが、全今年は警報の関係で日程調整が大変だったが、全今年は警報の関係で日程調整が大変だったが、全
学年同時に実施しデ―トDV防止講演会におい学年同時に実施しデ―トDV防止講演会におい学年同時に実施しデ―トDV防止講演会におい学年同時に実施しデ―トDV防止講演会におい
て、生徒の意識が高まった。て、生徒の意識が高まった。て、生徒の意識が高まった。て、生徒の意識が高まった。

健康相談活動やキャンパスカウンセラーが効果的
に活用されていると実感することができましたか
日頃の保健室来室の中で、問題解決できたことが日頃の保健室来室の中で、問題解決できたことが日頃の保健室来室の中で、問題解決できたことが日頃の保健室来室の中で、問題解決できたことが
多く、校医相談やカウンセラーにかかることが少多く、校医相談やカウンセラーにかかることが少多く、校医相談やカウンセラーにかかることが少多く、校医相談やカウンセラーにかかることが少
なかった。なかった。なかった。なかった。

授業態度・提出物などの評価規準を明確にし、評
価の透明性を確保するとともに生徒の授業意欲の
向上を図ることができましたか
各教科のおいて評価の際に提出点、及び授業態度各教科のおいて評価の際に提出点、及び授業態度各教科のおいて評価の際に提出点、及び授業態度各教科のおいて評価の際に提出点、及び授業態度
点を点数化して組み入れている。生徒へもその旨点を点数化して組み入れている。生徒へもその旨点を点数化して組み入れている。生徒へもその旨点を点数化して組み入れている。生徒へもその旨
を指導し配点等も知らせて、努力を促した。生徒を指導し配点等も知らせて、努力を促した。生徒を指導し配点等も知らせて、努力を促した。生徒を指導し配点等も知らせて、努力を促した。生徒
の反応から効果は大きいと感じた。の反応から効果は大きいと感じた。の反応から効果は大きいと感じた。の反応から効果は大きいと感じた。

風通しの良し職場として実感できましたか
会議等の内容をタイムリーに全職員へ提供するシ会議等の内容をタイムリーに全職員へ提供するシ会議等の内容をタイムリーに全職員へ提供するシ会議等の内容をタイムリーに全職員へ提供するシ
ステムが必要で、職朝の時間では難しかった。ステムが必要で、職朝の時間では難しかった。ステムが必要で、職朝の時間では難しかった。ステムが必要で、職朝の時間では難しかった。

重点目標　　Ⅳ　明るく爽やかな職場づくり重点目標　　Ⅳ　明るく爽やかな職場づくり重点目標　　Ⅳ　明るく爽やかな職場づくり重点目標　　Ⅳ　明るく爽やかな職場づくり

次年度への展望次年度への展望次年度への展望次年度への展望
　　学校評議員・学校関係者評価委員　　学校評議員・学校関係者評価委員　　学校評議員・学校関係者評価委員　　学校評議員・学校関係者評価委員

の提言の提言の提言の提言

研究授業の見学や教員相互の評価を活用して、授
業の工夫、指導技術の向上に努めましたか
本年度は研究授業や公開授業は少なめであった。本年度は研究授業や公開授業は少なめであった。本年度は研究授業や公開授業は少なめであった。本年度は研究授業や公開授業は少なめであった。
ただし授業公開週間を設けるなど、授業改善に向ただし授業公開週間を設けるなど、授業改善に向ただし授業公開週間を設けるなど、授業改善に向ただし授業公開週間を設けるなど、授業改善に向
けた動きが緒についたところである。特に遅れのけた動きが緒についたところである。特に遅れのけた動きが緒についたところである。特に遅れのけた動きが緒についたところである。特に遅れの
ある生徒への対応で頻繁に議論するところがでてある生徒への対応で頻繁に議論するところがでてある生徒への対応で頻繁に議論するところがでてある生徒への対応で頻繁に議論するところがでて
きた。きた。きた。きた。

職員と生徒の間の適切なコミュニケーションづく
りや望ましい人間関係を構築することができてい
ると実感できましたか
面談週間やきめの細かい指導により、生徒の内面面談週間やきめの細かい指導により、生徒の内面面談週間やきめの細かい指導により、生徒の内面面談週間やきめの細かい指導により、生徒の内面
性をしっかり見つめることのできる指導を徹底し性をしっかり見つめることのできる指導を徹底し性をしっかり見つめることのできる指導を徹底し性をしっかり見つめることのできる指導を徹底し
ていった。職員室の入室指導や挨拶指導においてていった。職員室の入室指導や挨拶指導においてていった。職員室の入室指導や挨拶指導においてていった。職員室の入室指導や挨拶指導において
も、丁寧な言葉遣い等生徒の将来を見据えた指導も、丁寧な言葉遣い等生徒の将来を見据えた指導も、丁寧な言葉遣い等生徒の将来を見据えた指導も、丁寧な言葉遣い等生徒の将来を見据えた指導
を行っていった。を行っていった。を行っていった。を行っていった。

１年間のＬＨＲが計画的に運用できたと実感でき
ましたか
各学年内容のあるLHRが実施できたが、１年間を各学年内容のあるLHRが実施できたが、１年間を各学年内容のあるLHRが実施できたが、１年間を各学年内容のあるLHRが実施できたが、１年間を
見通して計画的に運用できたとは言えず、もう少見通して計画的に運用できたとは言えず、もう少見通して計画的に運用できたとは言えず、もう少見通して計画的に運用できたとは言えず、もう少
し早めに余裕を持ってプランを練れていれば、よし早めに余裕を持ってプランを練れていれば、よし早めに余裕を持ってプランを練れていれば、よし早めに余裕を持ってプランを練れていれば、よ
り充実した取り組みができたと思う。り充実した取り組みができたと思う。り充実した取り組みができたと思う。り充実した取り組みができたと思う。

目的を持った学習
活動の推進

教務規定の整理

具体的な取り組み具体的な取り組み具体的な取り組み具体的な取り組み 評価評価評価評価
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